
 

（韓日国交正常化５０周年記念両国の教師の相互訪問授業）

平成２７年１０月２０日（火）に、昨年ＳＧＨ課題研究で訪問した韓国・

高陽国際高等学校のユン・デジュン先生（歴史）・オ・スンシン先生（日本

語）による歴史の授業が行われました。 
「列強の接近と日韓の近代」をテーマに、２０３、２０４の２クラスで

の授業の他、授業後に 2 人の先生を囲んで、懇談会も行われました。日本

と韓国、身近な隣国についてより深く理解する良い機会となりました。 

 平成２７年１０月９日（金）に、「原発再稼働への不安をど

のように乗り越えてゆくのか」をテーマに、ＮＰＯ法人パブリ

ック・アウトリーチ研究企画部研究統括の木村 浩氏による講

演が行われました。原子力と社会の関係を考える原子力社会工

学、とくにリスクコミュニケーションに関するお話しを伺うこ

とができました。はたして、日本に原発は必要なのか？各自で

考えるべき課題ではないでしょうか。 

 

 

 

和歌山県教育委員会および和歌山県立日高高校・那賀高校・田辺高校が中心となり文部科学省や外務省、

経済産業省が後援するアジア・オセアニア高校生フォーラムに本校生徒２名が参加します。 

中国・韓国・インド・シンガポール・オーストラリアなどのアジア・オセアニア地域の２１カ国の生徒と

日本の高校５校（＋和歌山県３校）の生徒によるイベントで、世界共通の課題に関する意見交換、プレゼン

テーション、文化紹介等を行います。 

開催期間は、平成２７年１１月４日（水）～１１月７日（土）です。 

日本代表としての活躍を期待します。 
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